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「使える英語」に近づけるための授業づくり の工夫
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新高等学校学習指導要領では， 外国語を通 じて 「 コ ミ ュニケーション能力を養 う こ と J を
目 標 と して， I使える英語」 の力 をつけ る こ と が強 く 求め られている。 本研究では， 授業展
開， 英語学習環境， 学習者の意識や意欲 と 定着度の関連等を考慮 し， 英語を使 う こ と を楽
しみ， 英語で発信でき ， 英語を通 して視野を広げ， 高校卒業後 も， 大学や社会で 「生涯に
わたって学ひ続ける 自 律 した英語学習者」 を育て る ための授業のあ り 方について検討 した。
[キー ワ ー ド] 使える英語， ESL と EFL， 意識 と 意欲， 主体性， 自 律的 ・ 説腕的学習
1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
近年 「 コ ミ ュ ニケーショ ン能力j がかな り 重視
さ れている。 英語教育においては 「聞 く ・ 話す ・
読む ・ 書 く 」 の 4 技能を総合的かっ統合的にバラ
ンス よ く 育成 し， 生徒に 「使え る 英語j の力 をつ
け る こ と が求め られている。 「使え る英語」 に近づ
け る ためには当然の こ と なが ら ， 生徒が多 く の英
語に触れる こ と が不可欠であ る。 「話すJ ためには
十分に 「聴く J 必要があ り ， I書 く j ためには十分
に 「読む」 必要があ る 。 新学習指導要領では生徒
の発信力 を高め る こ と を 目 標 に している。 英語を
聴いた り 読んだ り して内容 を理解 し， それについ
て英語で話 した り 書いた り して伝え る こ と ができ
る 生徒の育成が求め られている。 現状は 「わかる
け ど使えないJ 生徒が多い と 言われている。 一般
的に英語は大事であ る と 捉えて い る が， その認言哉
と は別に英語学習や英語使用 に対する意欲は多様
であ り ， 日 本人の英語力は低い と 言われている。
その原因の 1 っ と して 「文法 ・ 訳読」 の授業形態
が批判 されて き た。 授業は文法指導ではな く 「コ
ミ ュ ニケーショ ンJ をするべき だ と い う 指摘が多
く な さ れて き た。 しか し， 文法も コ ミ ュ ニケーシ
ョ ン も どち ら も必要であ る と 考える。 外国語 と し
て英語 (EFL) を学ぶ 日 本の環境は， 第二言語 と して
英語 (ESL) を学ぶ環境 と は異な る。 そのため母語で
あ る 日 本語を身につけた よ う には英語が身につか
ないので， 使 う ための規則であ る文法を理解する
必要が あ る 。 日 常の生活で英語が必然ではない 日
本では 「 これを覚えない と 後で困 る J と い う 必要
感はない。 英語学習の意義を生徒に持たせる こ と
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がE重要であ る。 その う えで文法は， 理屈で理解さ
せる のではな く ， 文やつなが り の 中で理解させる
こ と が大切である。 その表現の使い方に気づき ，
理解 し， 使ってみる こ と で、身につ く 「活用でき る
文法」 の習得が必要であ る。 口 頭でも書面でも形
式的な フ ィ ー ドパ ッ ク に と どま り ， 対人的なや り
と り ， つま り ， I コ ミ ュ ニケーション」 が不足 して
い る と 考え られる。 実際の コ ミ ュ ニケーションに
役立つ文法を身につける ためには， 大半が文法説
明の授業ではな く ， 基礎基本的な表現を用いた言
語活動が十分にあ る授業でなければな ら ない。 機
械的な練習 ではな く ， 実際の場面を想定 した練習
な ど意義のあ る 言語活動を設定する こ と で生徒に
定着する と 考え る 。 佐伯 (1992) は， 外国語が 自 然
に 口 か ら 出て く る よ う に な る ま でにはかな り の反
復練習が必要であ り ， 習 っ た文法を実際に会話で、
使ってみる こ と が必要であ る と 指摘 している。 英
語を操る に は 日 本語 と は異な る文法の神経回路が
必要で， その回路を作る には会話が最も有効であ
り ， 文法 と 会話は一緒に学ぶものだと している。
EFL 学習環境の 日 本では ESL の指導法が必ず し も
適用でき る と は限 ら ないが 「使える英語j に近づ
け る た めにその有効特性も考慮する。
また， 大学受験対策が障害になっ て言語活動を
行 う 時聞が確保でき ないため， 使える英語力がつ
かない と い う 批判 も されている。 生徒の 中 に も英
語はただの一教科 と 考えている者も い る が， 英語
を意志疎通の一手段だ と 考えれば， 英語を学習 し，
使え る よ う にな る こ と で選択肢が増え， 世界が広
が る。 受験も一つの利用方法で、あ る が， それがす
べてではない。 金谷 (2009) が指摘する よ う に受験
対策で基礎基本を徹底す る こ と で 「使える英語j
の土台ができ る。 受験で通常 問われる のは 「聴 く ・
読む ・ 書 く J であ り 「話すj に時間 をかける余裕
はない と い う 意見 も あ る が， r話すた めの練習j が
英語力 を伸ばす基礎 と な る と 考える。
ま た， 生徒の英語学習に対する意欲 も重要で、あ
る。 英語の重要性を感 じてはい る が， 自 分にはそ
れほ ど必要で、はない と 思っ て い る た め に取 り 組み
が不十分にな る と 考え られる。 佐伯 (1992) に よれ
ば， 学習する こ と に興味を持つ こ と が脳細胞の活
動を高め， 記憶が良 く な る ため， 知的に も感情的
に も外国語と い う 異境を好む心が， 外国語習得に
は最も必要であ る と している。 興味を持たせる た
め に， 楽 しいだけではない深い意味のあ る 活動 を
取 り 入れ， 達成惑や成都惑を感 じ さ せる こ と で生
徒の学習 に対する意欲が高ま り ， 言語活動への取
り 組みが積極的にな り ， 徐々 に 自 信がつき ， 主体
的 に学習 に取 り 組み， 使える英語に近づ く と 考え
られる。
(2) 研究の 目 的
①生徒が英語を理解 し， 使え る よ う に な る た め
に不足 している 要因 を探 る。
②学習意欲が高ま り ， r勉強 しな ければな ら な
いJ よ り も 「勉強 し よ う 」 と 主体的に学習す
る 姿勢を育て る た めの授業展開 を追究する。
(3) 研究の方法
①文献研究で， 第二言語習得研究や様々 な教
授 ・ 指導法について検討 し， 実際に 「使え る
英語」 の力 を身につけ る こ と を意識 した効果
的な耕受 ・ 指導方法を探るo
@f受業研究で， 生徒に 「使える英語」 の力がつ




斎藤 (1996) は， 学校の よ う な人為的な言語環境
で， 特定の樹寸や教授法に よ っ て言語の使い方を
身 につ け る の は言語学習 (language learning) で
あ り ， それが output (speaking， \'町iting) が正 し
いかど う かを monitor する役割を果たす と 指摘 し
ている。 そ して， 第二言語を習得す る language
acquisition を促進す る ために， comprehensible 
input (生徒に と っ て理解 可能な教材) を多量に与
え るべき であ り ， 授業をでき る だけ優 しい英語で
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行 う こ と が前提であ る と している。 過度の和訳を
避ける だけではな く ， structureや rul eをあま り
重視せずに， かたち か ら伝え られる messageの内
容を重視 し それが伝わる こ と を優先 している。
授業で教師が生徒に理解 可能な英語 を多用 し，
英語表現をイ ンフ。 ッ ト する こ と で授業内の簡単な
英語でのや り と り が促進 される と 考え る。 さ ら に
文法説明で思考を停止 させずに生徒に思考 させる
授業の流れを意識 し， 英語での 自 己表現活動を多
く 取 り 入れる こ と は有効であ る。
(2) コ ミ ュ ニケーション活動
静 (2009) は一斉形態の授業 を な るべ く 減 ら し，
授業には全員が参加 して (忙 し く して) い る べき
だ と 指摘 し， 生徒一人ひ と り の発話量を増や し，
かっ教師が確認する方法を提唱 している。 1 時間
の授業で生徒が触れる 英語量を増や し， 英語表現
活動の時間 を確保する こ と が重要であ る。 1 授業
時間内での静題設定を工夫， 4 つの領域の言語活
動の統合を図 る こ と ， 継続的な実践， 基礎基本を
土台に した応用への発展の重要性lこついては様々
な研究で指摘 されている。 こ れ ら の こ と に加え，
英語での TFやQ&A は機械的にな ら ない よ う に追加
の英語表現活動を設定する な どの工夫をすべき で
ある。 英語表現活動は， 提示 さ れた例を真似 る こ
と か ら始めて も， 主体性を活かす課題の設定によ
り ， よ り 自 然なや り と り が可能にな る力がついて
い く であろ う 。 一方向ではな く ， 他者 と のや り と
り を意識 させる こ と で、実際の コ ミ ュ ニケーション
につなが る と 考える。
(3) 授業展開
生徒に身につけ させたい能力 を明確に した， 年
間， 学期， 単元 ご と の指導計画の作成の必要性が
新学習指導要領に明記 されている。 これに加え，
1 授業時間 と い う 短期 と 入学か ら 卒業ま での 3 年
間 を見通 した長期の 目 標 と 計画が必要であ る と 考
える。 金谷 (2008) に よれば 目 標 と ニーズ、を整理す
る こ と で ミ スマ ッチを避けなければな ら ない。 「 ど
んな力 をつけ させたいのかJ rそのために ど う する
のか」 の長期的見通 しを立て る こ と ， つま り ， 卒
業時の到達点 ( 何をでき る よ う に したいのか) と ，
入学時の現状 (何ができ て何ができ ないのか) を
把握す る こ と が肝心だ と 指摘 してい る。 そのため
には中学校の教科書 と 高校で使用予定の教科書の
内容を把握する必要が あ る。 各単元ではイ ンフ。 ツ
ト→イ ンテイ ク →アウ ト プッ ト をき ちん と 関連 さ
せて， ア ウ ト フ。 ッ ト 活動を見通 したイ ンフ。ッ ト活
動を設定 しなければな ら ない。 ま た， 予習や復習
のあ り 方も 「 日 本語」 ではな く 「英語」 を使わせ
る 手立てが必要で あ る ため， 日 本語訳や補助資料
な ど配付プ リ ン ト の内容も検討 し な ければな ら な
い。 金谷 (2009) は予習復習事項の検討や工夫， 和
訳配付な ど新ヰ書の本文の扱い方次第で1 時間内
で生徒に与 え る 英語量を増や し， 言語活動の時間
を確保 した り ， 速読練習 を行っ た り する こ と も可
能だ と 指摘 している。
3 実践と 結果
(1) 教職専門実習I
山形県内 A 中学校 2 年生 1 ク ラ ス で， 英語に対
する意識を把握す る た め ア ンケー ト調査を行っ た。
表 l ア ンケー ト 項 目 と その回答例
Ql. あなたに と って英語 と は?




でき る と かっ こいいもの
必嬰なもの/大切なもの
視野を広げる もの 他
Q2. 英語を使 っ てやっ てみたい こ と は?
A. 外国人 と 会話/電話
制旅行
原作で本を読む/映画を英語で見る/洋楽を歌う 他
Q3. 英語の授業でしてみたいこ と は?
A. 英語だけの授業
外 国人の先生だけの授業 他
授業では， 新 しい表現を導入する 際に， 可能な
限 り 英語で理解でき る よ う に使用場面をイ メ ージ
させる例文の工夫や， 表 現棟習方法の工夫を試み
たが， 生徒は 日 本語に して理解 してい る よ う に感
じた。 ベアやグループ。で、の会話練習では， 理解の
程度や取 り 組み方に差があ り ， や り と り が成立 し
なかっ た り ， 機械的な練習 に なっ た り していた。
(2) 教職専門実習 E
山形県内 B 高校1 年生 79 名 を対象に英語に対






| 得意 | 大事 | 力をつけたい 1
1 17 I 73 I 72 I 
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表 4 自 分の英語力 (技能) の序列
表 5
表 6 授業におけ る 英語使用量について
生徒
英語使用量 増やして ちょうど 減らして
ほしし、 よい ほしし、
教
僧やしてほしい 5 3 。
ちょうどよし、 1 2 56 3 師
!被らしてほしい 。 。 。
授業では， 生徒が英語を使 う 場面を増やす 目 的
で、内容について英語で、意見交換させよ う と 試みた。
「 日 本語な ら言え る の に」 と い う も どか し さ を感
じていた生徒がいた一方で， 日 本語でも 自 分の意
見を伝え られない， 伝え よ う と しない生徒も いた。
テーマの難 し さ も一因であっ たかも しれない。 恥
ずか しいのか， 自 信がないのか， 全体的に間違い
を気にせずに 「使お う 」 と い う 姿勢はあま り 感 じ
られなかっ た。 それ と は対照的に山形県内 C 高校
の生徒はカ タ カナ英語でも ， 間違っ て も積極的に
楽 しそ う に歌 っ た り ， 発言 した り していた。
4 考察
A 中学校でのアンケート結果 (表 1) か ら英語を実
際に使いたい と し づ 意欲の高 さ が判明 し， こ の意
欲を活か した活動を出且む必要性を感 じた。 ま た，
授業実践か ら， 全員を活動に参加 させる ためにベ
アやグループ。で、の練習前の十分な全体練習や， 意
図的な組み合わせ， 理解度の高い生徒が飽き ない
よ う に発展課題を設定する な どの工夫が効果的で
あ る と わかった。
B 高校ではア ンケー ト調査 (表 2， 表 6) に よ り ，
英語の得意不得意に関わ らず， 生徒は英語使用 に
それほ ど抵抗は感 じていない と わかる。 さ ら に，
生徒は英語の重要性を感 じてお り (表 2) ， I話すJ
ために 「聴く 」 こ と が必要で， I聴 く J こ と ができ
な ければ 「話す」 こ と ができ ない と し 寸 関連を意
識 して い る よ う であ る (表 3， 表 4， 表 5) 。 こ の意
識を活か し， 授業で生徒に可能な限 り 聴かせ， そ
れを も と に英語を話す活動を設定する必要性を再
石鶴忍 した。 生徒に， 内容があ り 理解可能な英語を
聴かせ， 機械的で、はない英語表現活動が有効で、あ
る。 授業実践では， 日 本語訳の配付に よ り 音読練
習や英語での TF な どに時間 を割いたが， 日 本語 を
読んで考えてい る 生徒がい る こ と か ら ， 可能な限
り 英語を聴かせ， 話させ， 読ませ， 書かせる手立
てが必要である。 ま た， c高校生徒 と の姿勢の違
いか ら ， 改めて生徒の意欲の重要性を実感 した。
文献研究 と 専門実習 か ら は， 生徒の英語使用 (聴
く ， 話す， 読む， 書 く ) の機会を増やす工夫が大
切であ る と 考え る 。 可能な限 り 日 本語 を介 さ ずに，
活動な どを通 して英語のま ま理解する こ と を促 さ
な ければな ら ない。 ま た， 生徒の理解度に応 じて，
実際の コ ミ ュ ニケーショ ンにつながる言語活動を
効果的に設定 し， 導入か ら活動ま での流れ も 重視
する必要がある。 さ ら に， 段階的に英語表現活動
の幅を広げ， 要求度を高め る こ と で， 生徒の英語
力 向上を図 ら な ければな ら ない と 考える。 ま た，
英語の授業は英語運用力 をつけ る こ と が先決で，
教科書内容の深い読みは不要である と い う 意見 も
あ る が， 自 分の考えや意見を述べる力の育成を意
図 し， 思考を深め る ため に必要な母語であ る 日 本
語で意見交換す る こ と も有意義であ り ， 徐々 に英
語での表現に移行する こ と も可能だ と 考える。
どの よ う な授業を して も， 生徒 自 身に英語を使
っ て身につ け る 意志がなければ， r使え る 英語」 に
は繋が ら ない。 生徒の関心 ・ 意欲は外国語 と して
の英語学習の重要な鍵である。 生徒のやる気を起
こすには教師がし 、かにやる気を起こすか次第だ と
も言われる。 学校制度やカ リ キュ ラ ム に関わ ら ず，
授業をす る の は教師であ る。 教師が英語の意義を
感 じ， 楽 しみ， 学び続け る 姿勢を忘れない こ と が
生徒の意識に効果的な影響を与える と 考える。
5 到達点 と 課題
(1) 研究に関する 達成度
研究を通 して明 ら かになっ た こ と








しか し， これ ら に基づ く 授業展開を考え， 実践




・ どの程度できれば可 と する のかの基準
② 長短期的計画 と 目 標設定
・ 「し 1つ， 何を， どの程度j の明示
③言語活動 と コ ミ ュ ニケーション
. 4 つの領域の言語活動の統合
- 他者 と の関わ り を通 した英語表現活動
. コ ミ ュ ニケ}ション手一方通行
= r人 と 人 と のや り と り J と い う 意識
④生徒の英語に対する意識 と 学習意欲
- 生徒の意欲を高め る 手立て
- 英語学習の意義を感 じ， rや らせられるj で
はな く 「主体的に」 楽 しんで取 り 組む姿勢
の育成
⑤ 自 律 した学習者 . *1蹴的学習者の育成
- 高校卒業後 も英語 を学U守完 け よ う と 思わせ
る き っかけ作 り
- 自 己 目 標設定 ・ 計画(方法手段) ・ 自 己評価
ができ る 自 律 した学習者の育成
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